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令和 4 年 12 月 12 日 

OyoDataDesign（データデザイン） 

CSV データの列（フィールド）値によって、点、線、文字等の表示位置を変更して画像上に描画

するプログラムです。 

構造物の実験においてリアルタイムに構造物の変形状態を視覚化する目的で作成されました。 

CSV データを入力しながら動画のように変化を確認できます。 

１．初期画面 

『OyoDataDesign』はマルチドキュメントインターフェイス（MDI）アプリケーションです。 

 

「新規作成」で新しいドキュメントを作成します。 

 

新規作成をクリックすると作成するドキュメントを選択する画面が表示されます。ドキュメントは背

景画像に対応付けられ、背景画像を拡大縮小して表示するドキュメント（ScrollType）と、等倍表示

でスクロールして表示するドキュメント（StretchType）の２種類があります。 
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作成するドキュメントを指定すると、ドキュメントに対応付ける背景画像ファイルを指定する画面が

表示されるので、背景とする画像ファイルを選択してください。 

 
背景画像ファイルを選択すると、背景画像を表示した新しいドキュメントウィンドウが開きます。 

 
『OyoDataDesign』は、背景画像の高さを 1000、左上を原点、プラス方向を右（X 軸）と下（Y 軸）

として、画面の座標を管理します。 

 

ドキュメントは複数作成可能です。また、メニューの[ウィンドウ]-[新しいウィンドウを開く]によって、

同じドキュメントに複数のウィンドウをもたせることも可能です。 

 

ドキュメントウィンドウを右クリックして表示されるコンテキストメニューによって、プロット情報、プロ

ット結線情報、棒情報をドキュメントに追加できます。これら情報が CSV データのフィールド値によ

って描画されます。 
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２．プロット情報 

ドキュメントウィンドウを右クリックして表示されるコンテキストメニューより、「プロット情報…」を選択

すると、「プロット情報一覧画面」が表示されてドキュメントウィンドウに全プロット情報が表示されま

す。また、一覧で選択しているプロット情報はドキュメントウィンドウで強調表示されます。 

 
プロット情報を追加するには[追加…]ボタンを、変更したければ[変更…]ボタンをクリックします。

「プロット情報編集画面」が表示されるので必要事項を編集します。 

「プロット情報編集画面」表示の時、対応するドキュメントウィンドウをマウスドラッグすることで軸の

座標を指定できます（軸２の指定は CTRL キーを押しながらマウスドラッグして指定します。）。マウ

スクリックすると、その位置に軸の開始点を移動できます。SHIFT キーを押しながらマウスドラッグす

るとプロットのサイズを指定できます。 
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（１）表示種別の[最新表示]と[履歴表示]について 
「最新表示」は最新データだけプロットされ、過去に描画したプロットは消されます。「履歴表示」

は過去の描画したプロットが残ります。 

 

（２）原点種別の[固定]と[移動]について 
通常のグラフは[原点固定]で、絶対変位の原点などの位置が変化しない原点です。[原点移動]

は連結した変位計で相対変位を測定する場合を想定しています。[対象プロット ID]で指定したプロ

ット ID のプロット位置を原点とします。連結を辿った最後のプロット情報の原点種別は[固定]である

必要があります。 

 

（３）[その他…]ボタン 
「プロット情報編集画面」の[その他…]ボタンをクリックすると、「プロット情報その他編集画面」で

プロット情報の基本属性以外の情報を編集できます。 

 

 

 

 

「プロット情報その他編集画面」のテキスト表示の[Add…]ボタンによって、表示するテキスト情報

を追加できます。 

[履歴折れ線]は、過去描画したプロット位置を順番に線で結びます。 
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（４）[その他軸情報…]ボタン 
「プロット情報編集画面」の[その他軸情報…]ボタンをクリックすると、「その他軸情報設定画面」

で各軸の詳細情報を設定できます。「その他軸情報設定画面」の[ラベル設定…]ボタンをクリックす

ると、「目盛ラベル設定画面」で目盛ラベルの設定ができます。 

 
 

（５）[軸 Copy Move…]ボタン 
「プロット情報編集画面」の[軸 Copy Move…]ボタンによって、軸情報のコピーや、軸の開始点、

終了点、中央点の移動ができます。 

 

 

 

「プロット情報編集画面」の[適用]ボタンをクリックすると編集内容に基づいてプロット情報がドキ

ュメントウィンドウに描画されます。[OK]ボタンをクリックすると「プロット情報一覧画面」に戻ります。 
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３．プロット結線情報 

プロット結線は最新データの複数プロットを線で結びます。 

ドキュメントウィンドウを右クリックして表示されるコンテキストメニューより、「プロット結線情報…」を

選択すると、「プロット結線情報一覧画面」が表示されてドキュメントウィンドウに全プロット情報が表

示され、一覧で選択しているプロット結線情報が表示されます。 

 

プロット結線情報を追加するには[追加]ボタンを、変更したければ[変更]ボタンをクリックします。

「プロット結線情報編集画面」が表示されるので必要事項を編集します。 

 

 

「プロット結線情報編集画面」の[適用]ボタンをクリックすると編集内容に基づいてプロット結線情

報がドキュメントウィンドウに描画されます。[OK]ボタンをクリックすると「プロット情報一覧画面」に戻

ります。 
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４．棒情報 

棒情報はバーグラフのバーのようなもので、単体の相対変位や歪み量を視覚化することを想定

しています。棒情報のもつ軸情報は１個だけです。 

ドキュメントウィンドウを右クリックして表示されるコンテキストメニューより、「棒情報…」を選択する

と、「棒情報一覧画面」が表示されてドキュメントウィンドウに全棒情報が表示されます。また、一覧

で選択している棒情報はドキュメントウィンドウで強調表示されます。 

 

棒情報を追加するには[追加…]ボタンを、変更したければ[変更…]ボタンをクリックします。「棒

情報編集画面」が表示されるので必要事項を編集します。 

「棒情報編集画面」表示の時、ドキュメントウィンドウをマウスドラッグすることで軸の位置を指定で

きます。マウスクリックすると、その位置に軸の開始点を移動できます。CTRL キーを押しながらマウ

スドラッグすると棒の幅サイズを指定できます。 
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（１）[初期論理値]について 
棒は初期の長さを持ちます。軸情報より[初期論理値]ぶんの長さが算出されて初期の長さとなり

ます。 

 

（２）軸開始点棒相対位置の[中央]、[開始点]、[終了点]について 
軸に対して棒がどのように描画されるかを表します。 

[開始点]ならば初期棒の開始位置が軸開始点となり、[終了点]ならば初期棒の終了位置が軸開

始点となります。[開始点]と[終了点]の場合は対象 FD 値ぶんの長さで棒の終了位置が変化します。 

[中央]ならば初期棒の長さが[初期論理値]の２倍となって棒の中央位置が軸開始点となり、対象

FD 値ぶんの長さで棒の両側が同じだけ変化します。 

 

（３）[その他…]ボタン 
「棒情報編集画面」の[その他…]ボタンをクリックすると、「棒情報その他編集画面」で棒情報の

基本属性以外の情報を編集できます。 

 

 

 

「棒情報その他編集画面」のテキスト表示の[Add…]ボタンによって、

表示するテキスト情報を追加できます。 
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（４）[その他軸情報…]ボタン 
「棒情報編集画面」の[その他軸情報…]ボタンをクリックすると、「その他軸情報設定画面」で軸

の詳細情報を設定できます。「その他軸情報設定画面」の[ラベル設定…]ボタンをクリックすると、

「目盛ラベル設定画面」で目盛ラベルの設定ができます。 

 

 

 

 

「棒情報編集画面」の[適用]ボタンをクリックすると編集内容に基づいて棒情報がドキュメントウィ

ンドウに描画されます。[OK]ボタンをクリックすると「棒情報一覧画面」に戻ります。 
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５．描画処理１／３…CSVファイル入力処理 

登録したプロット情報、プロット結線情報、棒情報に基づいて、CSV ファイルを入力しながら描画

処理を実行できます。メニューまたはツールバーの[CSV ファイル入力処理…]を選択してください。 

 
 

「入力データ処理オプション画面」が表示されます。必要事項を入力してください。 
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「入力データ処理オプション画面」では、入力した CSV データの FD 値を用いて計算した列を追

加できます。[FD 計算追加]の[Add…]ボタンをクリックすると、「CSV 計算 FD 追加画面」が表示され

ます。追加 FD より前の FD インデックスならば、計算追加 FD も計算に利用できます。但し、追加

FD より後の計算追加 FD は利用できません。なお、計測データが相手の為、「CSV 計算 FD 追加

画面」で使用できるアークコサイン関数やアークサイン関数は、引数が-1 より小さければ-1 に、1 よ

り大きければ 1 に変更してエラーにならないようにしています。 

 

 

「入力データ処理オプション画面」の[OK]ボタンをクリックすると、入力する CSV ファイルを指定

する画面が表示されるので、入力する CSV ファイルを選択してください。 

入力する CSV ファイルを選択すると、「CSV ファイル入力処理画面」が表示されます。入力する

行数を指定して[PLAY]ボタンをクリックしてください。描画処理が実行されます。 
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６．描画処理２／３…通信入力処理 

登録したプロット情報、プロット結線情報、棒情報に基づいて、TCP-IP 通信によって CSV デー

タを入力しながら描画処理を実行できます。メニューまたはツールバーの[通信入力…]を選択して

ください。 

 
「入力データ処理オプション画面」が表示されます。必要事項を入力してください。 
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「入力データ処理オプション画面」では、入力した CSV データの FD 値を用いて計算した列を追

加できます。[FD 計算追加]の[Add…]ボタンをクリックすると、「CSV 計算 FD 追加画面」が表示され

ます。追加 FD より前の FD インデックスならば、計算追加 FD も計算に利用できます。但し、追加

FD より後の計算追加 FD は利用できません。なお、計測データが相手の為、「CSV 計算 FD 追加

画面」で使用できるアークコサイン関数やアークサイン関数は、引数が-1 より小さければ-1 に、1 よ

り大きければ 1 に変更してエラーにならないようにしています。 

 

「入力データ処理オプション画面」の[OK]ボタンをクリックすると、「TCP-IP 通信入力処理画面」

が表示されます。ポート番号 57077 に CSV データが送信されると描画処理が実行されます。 

CSV データは一行ごとに送信してください。 
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７．描画処理３／３…内部データ入力処理 

CSV ファイル入力処理または通信入力処理によって、内部データが保存されると、登録したプロ

ット情報、プロット結線情報、棒情報に基づいて、内部データの CSV データを入力しながら描画処

理を実行できます。メニューまたはツールバーの[内部データ]-[入力処理…]を選択してください。 

 
 

「内部データ入力処理画面」が表示されます。入力する行数や開始行を指定して[PLAY]ボタン

や[GO]ボタンをクリックしてください。描画処理が実行されます。 

他の入力処理と異なり、内部データ入力処理は開始行の指定が可能で、指定行までの入力

（[GO]ボタン）と指定行数戻る（[BACK]ボタン）が可能となります。 
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８．FD番号の変換 

計測器のチャンネルが変更になった時などに、個々の対象 FD 番号を変更しなくても、入力処理

時に対象 FD 番号を変換して描画処理が可能です。メニューの[FD 番号変換設定…]を選択してく

ださい。 

 
 

「FD 番号変換一覧画面」が表示されます。この画面で FD 番号の変換設定を指定できます。 
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９．設定例 

（１）軸の最新行表示と自動範囲設定 
Ｕドップラー変位測定や衝撃振動試験 IMPACT のような流れる波形表示が可能です。 

サンプリング周波数 1kHz で振幅 1000 の 10Hz 正弦波から振幅 30000 の 100Hz 正弦波までス

イープする以下のデータをサンプル入力 CSV ファイルとします。 

 
 

実行例を以下に示します。 

横軸幅が 0.2 秒固定で、縦軸は表示データの最大値と最小値から自動で変化して波形をスクロ

ールさせながら描画していきます。 
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この時の設定を以下に示します。設定しているのはプロット情報 1 個です。 

 

 

[その他…]で履歴折れ線を有効にしています。 

以下に、軸１と軸２のその他軸情報を示します。 
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軸１は横軸です。要点は[論理値種別]を[入力データ数]、[軸属性]を[最新行表示]にして表示さ

せたい行数を 200 と指定しています。この設定によって最新 200 行のデータが表示対象となり 200

行を超えたらスクロール表示されることになります。この場合、対象 FD 番号や軸の目盛値などと関

係が切り離されます。 

 

軸 2 は縦軸です。要点は[軸属性]を[自動範囲設定]としていることです。これによって、縦軸の

範囲が表示データの最大値と最小値によって自動設定されるようになります。 

 

＜注意＞両方の軸を同時に自動範囲設定にはできません。また、ひとつの軸で自動範囲設定

と最新行表示を同時にチェックできません。 
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（２）連結した相対変位の回転描画 
以下の測定例で、試験体根本に 50mm 間隔で取り付けた 3 個の変位計の連結相対変位測定デ

ータから曲げを描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行例を以下に示します 

 

この時、設定しているのはプロット情報 4 個とプロット結線情報 1 個です。 

  

荷重(FD0) 

絶対変位 1(FD1) 

相対変位１(FD2) 

相対変位２(FD3) 

相対変位３(FD4) 
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プロット情報の設定を以下に示します 

 

各プロットの設定内容を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロット ID0 は相対変位 1 を表し、原点種別が固定です。2 軸でプロット ID0 だけ軸表示させて

います。 

プロット ID1 は相対変位 2 を表し、原点種別が移動で ID0 のプロット位置を原点としています。

軸ベクトルは ID0 と同じですが位置が異なり、また、軸表示は無効としています。 

 



 21 / 24 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロット ID2 は相対変位３を表し、原点種別が移動で ID1 のプロット位置を原点としています。軸

ベクトルは ID0 と同じですが位置が異なり、また、軸表示は無効としています。 

プロット ID3 はプロット ID0 の固定原点位置を表し、移動しないように軸 1 の開始点と終了点を

同一とし、プロット ID0 の固定原点位置と同じ値にしています。また軸 2 を無効としています。 

 

重要なのは、プロット ID0 から 3 の２軸の対象 FD 番号です。入力 CSV データの FD 番号は 0

から 4 までですが、入力データオプション画面にて、追加計算 FD を設定して、以下のような構成

にします。 

FD 番号 内容 

0 荷重 

1 絶対変位 

2 相対変位 1 

3 相対変位 2 

4 相対変位 3 

5 相対変位 1 の変位計角度 θ1 

6 相対変位 1 の軸 1 値 

7 相対変位 1 の軸 2 値 

8 相対変位 2 の変位計角度 θ2 

9 相対変位 2 の軸 1 値 

10 相対変位 2 の軸 2 値 

11 相対変位 3 の変位計角度 θ3 

12 相対変位 3 の軸 1 値 

13 相対変位 3 の軸 2 値 
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変位計角度 θ は acos（（50ｍｍ+変位量）/50mm）で求めます。但し、相対変位２と 3 の角度は、

これに一つ前の相対変位の角度を加えます。 

また、軸１値は sin(θ)×50mm、軸２値は cos(θ)×50mm となります。但し、軸 1 値の符号は絶対

変位 1 の正負から判定します。 

以下に、「入力データ処理オプション画面」を示します。 

 

参考までに、相対変位３の３個の追加計算 FD の画面を以下に示します。 

相対変位 3 の変位計角度 θ3 の設定値です。 
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相対変位 3 の軸 1 値の設定値です。 

 

相対変位 3 の軸 2 値の設定値です。 
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最後にプロット結線情報の設定を以下に示します 

 

 

 

以上 


